
 

 

 

 

 

 

 

 

 

長根小の宝 

瀬戸市立長根小学校長 三宅 勝之 
  

２学期の始まりに、「長根小のよいところを見つけよう」をテーマに、全校で「長根小の宝探し」

に取り組みました。ここでいう宝とは、特別なものではありません。友達のやさしさやがんばる姿、

元気なあいさつなど、「すてきだな」「長根小らしいな」と感じることです。すると、予想を上回るたく

さんの宝が集まりました。集まった意見を整理すると、「あいさつ」「やさしさ」「なかよし」「がんば

る」の４つの宝が特に多く見つかりました。 

「元気にあいさつをしている」「友達が困っているときに助けている」「異学年でも仲良く遊んで

いる」「勉強や係活動を最後までがんばっている」など、多くの宝が寄せられました。また、「落とし

物を届けてくれた」「給食をこぼしたときに手伝ってくれた」などの具体的な出来事もありました。

長根小の宝は、子どもたち一人一人の行動や関わりの中にあることを改めて感じました。 

今回の取組で大切にしたかったのは、学校の課題ではなく、学校のよさに目を向けることです。

もちろん課題と向き合うことも大切ですが、すでにできていることやうまくいっていることを見つけ、

それを広げていくことも、よりよい学校づくりには欠かせません。 

本校では、「表現力」「自他の尊重」「調整力」の育成を今年度の重点事項として掲げています。

今回見つかった「あいさつ」「やさしさ」「なかよし」といった宝は、「自他の尊重」や「自他の調整

力」につながる姿だと考えています。また、「がんばる」という宝には、学習や活動に粘り強く取り組

む姿が多く見られました。こうした積み重ねが、自分の考えをもち、伝え、表現する力の土台になっ

ていくと考えています。 

宝探しは、宝を見つけて終わりではありません。友達のよい行動を見つけたら、「すてきだな」と

感じる。そして「自分もやってみよう」と行動につなげる。そうしてよい行動が少しずつ広がることで、

学校はよりよい方向へ進んでいきます。 

今年度の合言葉である「カラフル」には、一人一人の違いやよさを認め合い、それぞれの色を大

切にしていこうという願いを込めています。今回集まった宝も、一人一人のよさが集まってできたも

のです。これからも子どもたちとともに長根小の宝を見つけ、認め、広げながら、多様な色が輝く

「カラフルな学校」をつくっていきたいと思います。 
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